
釧路市強靭化計画（国土強靭化地域計画）
の策定に向けた論点整理

平成２９年２月

釧路市 総合政策部 都市経営課 基本構想担当

資料 ３



論点 1.国土強靭化に向けた釧路市の役割について

２．想定される自然災害について

３．目標設定の考え方について

４．脆弱性評価の進め方

５．事前に備えるべき目標の設定、起きてはならない最悪の事
態（大規模自然災害を対象としたリスクシナリオ）の設定につい
て



１．国土強靭化に向けた釧路市の役割について

北海道と同様、地域が持つ強みを活かし、釧路市として北海道や国の強靭化に貢献するよう検討

国土強靭化を支える北海道の強み

国土強靭化に向けた北海道の役割

地理特性

首都圏等との
同時被災リスクの低さ

食糧供給力

カロリーベースで200％を
誇る食糧自給率

エネルギーポテンシャル

再生可能エネルギーの
ポテンシャルは全国一

都市機能

首都機能の代替が可能
な札幌圏の都市機能

寒冷地技術

冬季の防災対策への有
効活用

北海道強靭化計画 概要版より

国土強靭化という我が国の新たな政策課題の解決に向け、
開拓・開発の歴史の中で培ってきた経験と強みを活かし、北海道として積極的に貢献

リスク分散の受け皿 食糧・エネルギーの安定供給 被災地への緊急支援



２．想定される自然災害リスクの設定について

国土強靭化
基本計画

首都直下型地震

南海トラフ地震

その他大規模自然災
害

北海道強靭化計画

地震・津波

（太平洋沖（根室沖）
の海溝型地震・日本
海沿岸の地震・津波）

火山噴火

（９つの常時観測火
山/全国は47））

異常気象

（豪雨/暴風雨/竜巻/
豪雪/暴風雪）

釧路市強靭化計画

地震・津波

太平洋沖（根室沖）の
海溝型地震

火山噴火

（雄阿寒岳）

異常気象

（豪雨/暴風雨/豪雪/
暴風雪等）

バックｱｯﾌﾟ

・北海道強靭化計画で設定した自然災害リスクに準じ、釧路地域で想定される自然災害リスク
の設定を検討



３．目標の設定の考え方について

• 基本目標の設定

国土強靭化基本計画における
基本目標

１ 人命保護が図られる

２ 国家及び社会の重要な機
能が致命的な障害を受け
ず維持される。

３ 国民の財産及び公共施設
に係る被害の最小化

４ 迅速な復旧復興

釧路市強靭化計画（強靭化地域計画）における目標

釧路市の強靭化の観点

北海道の強靭化計画目標

・基本計画が掲げる４つの基本目標は国土強靭化を推進する為の普遍的な目標であり、北海道強靭化
計画においても共有している。市の計画においても共有することで国や道の計画と調和が図られる

市民の生命・財産
及び社会経済機
能の保護

北海道の強靭化
への貢献・連携

国全体の強靭化に
対する貢献・調和

経済の自立的発展
とまちづくりの推進

共有

大規模自然災害から道民の生命・財産と
北海道の社会経済システムを守る

北海道の強みを
活かし、国全体の
強靭化に貢献

北海道の持続的
成長を促進する



４．脆弱性評価の進め方

「北海道強靭化計画」に
おける脆弱性評価を踏ま
えた２１のリスクシナリオ
（起きてはならない最悪の
事態）のうち釧路市に

対応する自然災害や地域
課題等に対応した○○の
リスクシナリオを設定

釧路市で実施している
関連施策の状況や課題
等を整理しリスクシナリオ
の回避に必要な事項等に
ついて分析、検討を行う

（脆弱性評価）

脆弱性評価の結果から
リスクシナリオごとに
釧路市強靭化のための
施策プログラム及び
推進事業を設定

（ソフト＋ハード施策の組み合わせ）

様々な分野の予算事業、個別計画、協定などの現行施策から現状分析を行う



５．事前に備えるべき目標の設定、起きてはならない最悪の事態（大規模自然災害を
対象としたリスクシナリオ）の設定について

国土強靭化基本計画 （資料２－２参照）

・８の事前に備えるべき目標

・４５の起きてはならない最悪の事態

北海道強靭化計画（資料２－２参照）

・７つの事前に備えるべき目標

・２１の起きてはならない最悪の事態

釧路強靭化計画（イメージ）

・○つの事前に備えるべき目標

・○○の起きてはならない最悪の事態

・北海道の災害リスク
の特性や地域特性、
社会状況等を考慮

・道内自然災害だけ
でなく道外の自然災
害リスクも考慮

北海道強靭化計画の７つの事前に備えるべき目標、２１の起きてはならない最悪の事態を参考にし、
釧路における自然災害特特性、地域特性、社会環境等を検討し設定

再編


